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令和６年度事業計画書 

 

１ 事業概要  
福井県から福井県立すこやかシルバー病院に係る指定管理者に指定されたこと

を受け、認知症疾患の専門病院として、より高度で先進的な医療の提供と、県民福

祉の向上に努めるとともに、認知症に関する介護教育業務を充実し、円滑な当院の

管理運営を推進することにより、本県における認知症医療の向上に貢献する。  
入院部門では、認知症疾患によるＢＰＳＤ等に対して、薬物療法・非薬物療法に

よる治療を行い、医師の専門的治療や看護師・作業療法士等のケアを行うとともに、

退院後に適切な診療を図るため、地域の「かかりつけ医」との連携を促進する。  
外来部門では、鑑別診断やＢＰＳＤ治療を行い、紹介機関には医療情報のフィー

ドバックを行い、介護保険サービス等の福祉サービス利用者には福祉機関と情報

交換する等、医療・保健・福祉サービスとの連携を促進する。  
デイケア部門では、利用者一人ひとりに対する多様な関わりを行うとともに、活

動を通して社会活動の場を提供することにより、認知症症状の改善、悪化の予防目

的としたリハビリを行う。  
 

２ 事業期間  
令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで  

 
３ 事業内容  
（１）福井県立すこやかシルバー病院における診療に関する業務 

ア 入院診療 

  病床数      １００床（東病棟５０床、西病棟５０床）  
     年間延べ患者数  ３２，８５０人（９０．０人／日）  
      ≪比較データ≫  
       指定管理者申請時事業計画  ９０．０人／日  

令和５年度実積（２月末）  ８３．５人／日  
       過去５年間平均（平成３０年度～令和４年度） ８５．９人／日  
   

イ 外来診療  

年間延べ患者数   ６，３４２人（２６．１人／日）  
≪比較データ≫  
 指定管理者申請時事業計画 ２６．１人／日  

       令和５年度実積（２月末） １６．２人／日  
       過去５年間平均（平成３０年度～令和４年度） １６．２人／日  
   

ウ デイケア  

年間延べ患者数   ４，７３９人（１９．５人／日）  
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≪比較データ≫  
指定管理者申請時事業計画 １９．５人／日  

       令和５年度実積（２月末） １６．２人／日  
  過去５年間平均（平成３０年度～令和４年度） １５．０人／日  

 
（２）福井県立すこやかシルバー病院における施設および設備の維持管理に 

  関する業務 

   施設、設備・備品の機能を最善に維持するため、日常点検、保守および法定  
の環境測定等の保守管理業務を実施する。  

   また、開設以来の使用による経年劣化や長期間使用による故障時修理不能の  
設備について、以下のとおり、県と分担して整備を行う。  
ア 県執行分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ センター執行分 

 
 

 

（３）事業の企画および実施に関する業務 

  ア 介護教育研修事業 

県内の認知症高齢者に関する中核機関として、認知症に関する介護教育研修  
   を行い、地域の医療、保健、福祉の水準の向上を図る。  

（ア）認知症高齢者の介護に関する教育および研修の実施 

ａ 一般研修 

認知症に関する知識の普及・啓発を進めるため、一般県民を対象にテー  
     マを分類（研修１～１７）して研修を実施する。  

ｂ 専門職研修（医療機関・施設職員等コース） 

認知症高齢者と関わるケア専門職として、必要な専門的知識、ケア技術  
の普及・啓発を進めるため、医療機関・福祉施設等の職員を対象にテーマ  
を分類（研修１～２８）して研修を実施する。  

内 容  備  考  
冷温水発生機および冷却塔

オーバーホール  
開院以来、２回目実施（１回目平成２０年

度実施）  
ＬＥＤ照明工事  節電、経年劣化  
デイケアおよび作業療法室

エアコン設置  
増設（既存設備では能力不足）  

デイルーム長尺シート張替え 経年劣化による剥がれおよび転倒骨折防止

講堂準備室エアコン設置  新設  
真空遮断器取替工事  経年劣化  
ＣＴの更新  故障時修理不能、１０年間使用  
特殊浴槽の更新  故障時修理不能、  
食器洗浄機の更新  故障時修理不能、  
低床電動ベッドの整備  ５台  

内   容  備  考  
デイケア用送迎車  新規  
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ｃ 専門職向け配信研修 

医療機関・福祉施設等の職員を対象に専門職研修の講義の内容を動画で配信す

る。（講義１～７）  
ｄ 児童・生徒啓発研修 

  認知症高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らすことが出来るよう、地域で支  
える仕組みづくりの一つとして、子供の頃からの認知症の正しい知識の普及・啓発  
を進めるための研修を実施する。  

ｅ 消防署員研修 

  福井県内の消防署員に対し、認知症の基礎知識、徘徊の方への対応、介護者に対 

する相談窓口や病院案内等、認知症に関する知識について看護師が指導を行う。 

ｆ 民生委員研修 

福井県内の民生委員に対し、認知症の基礎知識、認知症の方への対応、介護者に  
対する相談窓口や病院案内等、認知症に関する知識について看護師が指導を行う。 

ｇ 働く世代への認知症啓発 

福井県内の企業に勤務する方に対し、認知症の基礎知識、若年認知症について、  
認知症の症状への気づき、身内が認知症になった場合の相談窓口や対応方法等、認  
知症に関する知識について看護師が指導を行う。  

ｈ 学生研修 

 医療福祉系教育機関等の学生を対象に教育カリキュラムの一部として、認知症高  
齢者の臨床において生活援助の在り方について研修を実施する。  

ｉ 臨地実習・病院見学受け入れ 

 認知症ケアの質の向上等に向けて、他機関が実施する事業の実習協力施設として、 
実習の受け入れを実施する。  

ｊ 介護家族研修 

（ａ）家族会 

   認知症介護を行っている家族、認知症介護に携わっている専門職や認知症に  
関心のある一般県民が認知症に関する知識を深め、その中で介護に役立てられ  
る知識を得る。また認知症高齢者の生活の質を考え、介護家族が抱えている思  
いを共感・共有しながら介護負担の軽減を図るため、家族会を実施する。  

（ｂ）入院患者家族研修 

① 外出・外泊時研修 

入院患者が外泊・外出する際、家族が個々に応じたケアの留意点を知り、 
入院患者に適切なケアを行うことにより、介護負担の軽減を図ることができ  
るよう研修を実施する。  

② リーフレット研修 

患者家族が認知症に対する正しい知識と理解を得るために、リーフレッ  
トを用いた研修を実施する。  

（ｃ）外来患者家族研修（外来初診時研修） 

在宅での家族介護者に対し、地域での介護・相談窓口・介護保険制度等につ  
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いて助言し、家族の介護力の向上を図ることを目的として、外来初診時に精神  
保健福祉士が資料等を用いて研修を実施する。  

（ｄ）デイケア患者家族研修 

     デイケア患者家族が認知症に対する正しい知識を深められるようリーフ  
レットを使用した研修を実施する。  

（イ）認知症および予防に関する知識の普及・啓発 

ａ 講演会 

広く県民を対象に、認知症に関する知識の普及・啓発を行うため、講演会を

実施する。  
ｂ 院外への講師派遣 

認知症に関する知識の普及・啓発を図るため、他機関が実施する認知症関  
連事業等の講師派遣依頼に応じ、派遣先にて研修を実施する。  

（ウ）認知症に関する相談および指導の実施 

ａ 介護相談 

   主介護者の悩みや介護負担感の精神状態を探り介護負担の軽減を図るため、 
認知症をはじめ、介護・医療・福祉に関する相談に対し、看護師が助言・指  
導を実施する。  

ｂ 受診相談 

認知症の診断・治療等に関し適切な医療が受けられることを目的とするた  
め、電話・面談にて介護者や本人に対して、生活や傷病の状況に適切に対応  
した医療機関への受診方法や情報提供等の助言・指導を精神保健福祉士が実  
施する。  

ｃ 電話による介護相談 

 認知症の人を介護する家族やケア専門職に対し、電話を通じて認知症に関  
する医療・福祉等についての教育・啓蒙・社会福祉的援助を実施する。  

ｄ 退院後訪問相談 

    認知症高齢者のケアに関わる介護保険施設・病院等の職員に対し、当院を 

退院された方の対応困難事例を受け付け、直接事業所に看護師、介護福祉士が 

訪問し、事業所職員とともに、本人の状態、施設従事者の対応および施設の環 

境等を確認し、改善点を話し合う。 

 
イ 院内「認知症カフェ」実施事業 

（ア）通院者対象 

ａ 目的 

当院通院患者・家族の方を対象に、患者・家族の気分転換、患者からの相談、  
家族の介護相談を目的に「院内認知症カフェ」を実施する。  

ｂ 実施場所 

 講堂  
ｃ 実施内容 

茶菓の提供、歓談、介護の悩み相談等  
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ｄ 実施日時 

 （毎月１回）１３時３０分から１５時３０分まで  
 

（４）その他施設の管理運営に必要な業務 

  ア 医師の確保 

    常勤精神科医師の３人体制、非常勤医師の宿日直体制を堅持するため、以下

の医師確保対策を実施する。 

   （ア）精神保健指定医の育成 

  医療保護入院を措置できる精神保健指定医を県内で育成するため、常 

 勤医師が当該指定医を取得するための費用を全額負担する。 

（イ）福井大学精神医学教室の関連病院としての連携強化 

県内精神医学の中心的役割を担っている福井大学精神医学教室の研究 

充実を図るため、その関連病院としての連携を強化する。 

ａ 精神医学研究への支援 

   当院を精神医学の研究施設として提供することにより、県内精神医 

  学のレベルの向上とともに、当院の認知度や職員の質的向上を図る。 

    ｂ 寄附金申込みの継続 

   学術研究の奨励を目的として、寄附金の申込みを継続して行う。 

  ｃ ローテ医の指導・育成の充実 

   当該医学教室の研修プログラム連携施設として、当院の精神科指導 

  医によるローテ医の指導・育成を充実させる。 

   
  イ ５類移行後の新型コロナウイルス感染防止対策 

    新型コロナウイルスは感染症法上では「５類」に分類されているが、重症化

しやすい高齢者の患者を診療対象としている当院では、これまでの感染防止

対策を緩和することなく、以下の内容を中心に継続していく。 

（ア）職員全員の感染防止対策 

   職員全員はマスク着用を継続するとともに、職員本人だけではなく、同居 

家族の体調確認を行う。 

  （イ）患者・家族のマスク着用の協力依頼 

     当院受診時や家族が来院する場合は、マスク着用の協力を依頼していく。 

  （ウ）入院当日や疑似症患者等の抗原検査・ＰＣＲ検査の実施 

     患者の入院当日や新型コロナウイルス感染疑似症の発生等において、病 

棟内に感染が拡大しないよう、抗原検査やＰＣＲ検査をタイムリーに実施 

する。 

  （エ）病棟内の換気対策 

     新型コロナウイルス感染の主な経路は空気感染であり、第７波・第８波で 

は、オミクロン株の感染力の強さにより、病棟内でクラスターが発生したた 

め、季節・天候に配慮しながら、換気対策を講じていく。 
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  ウ 精神保健福祉法改正への対応 

    「精神障害者の希望やニーズに応じた支援体制の整備」を謳った改正精神保

健福祉法が、令和５年４月１日より一部施行され、令和６年４月から本格的に

取組みが開始される。 

主な内容は、１精神障害者に関する相談支援体制の整備、２医療保護入院の

見直し、３入院者訪問支援事業の創設、４虐待防止に向けた取り組みの一層の

推進となっている。 

当院においては、医療保護入院の見直しによる業務の流れや書式の変更、虐

待防止に向けた院内研修やマニュアルの改正に向けて取り組んでいく。 

 


